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今後の瀬戸内海の水環境の在り方懇談会資料 

 
【発表者：株式会社ベネッセホールディングス直島事業室 室長 笠原 良二】 

項 目 内 容 

1.発表テーマ 

 

現代美術活動を通した島の活性化 

～ベネッセアートサイト直島の活動の軌跡～ 

 

2.課題 

 

 

 

かつてその美しさを称賛された瀬戸内海ですが、高度成長期を中心にそ

のしわ寄せを受け、様々な負の部分を受け持ってきました。今でもその傷

跡が残っている島々が多くあります。 

一方で、美しい自然や、文化度の高い暮らし、また都市部にはない暖か

い人間関係や豊かな食文化等残っており、日本の原風景と言える魅力を有

しています。 

そのような状況のなか、都市部の利便性を求めての人口流出も続き、過

疎高齢化が進んでおり、活気が失われる島が多く瀬戸内海の魅力が失われ

ようとしています。 

 

 

3.対応（提案） 

 

 

 

「直島」という場で、約２０年に亘って現代美術活動を通じて地域の活性

化に取り組んできました。あるものを活かしてないものを作るという精神

のもと、地域の魅力を再発見し、島民が誇りの持てる地域づくりに貢献し

てきました。現在では多くの交流人口を持つ島へと変わってきました。 

 

 

4.今後の瀬戸内海の

方向性について 

 

 

 

瀬戸内海の魅力を語る際、「多島美」という表現が使われることが

多々あります。しかし、その視点は、瀬戸内海を広く俯瞰して見てい

たり、場合によっては本土側から見渡しての表現でしかなく、瀬戸内

海の魅力の一面ではありますが、全てではありません。実は、その多

島美を構成する島ひとつひとつに、それぞれの人々の暮らしや歴史が

あり、様々な魅力ある資源を持っています。（もちろん、無人島も多々

ありますが。） 

瀬戸内海の水環境を考える上で、先ずは、それぞれの島の人々の暮

らしを知ることが大切なのではないでしょうか。そして、その島の暮

らしを支える環境としての瀬戸内海のあり方という視点も重要だと思

います。 

併せて、それぞれの島の持つ魅力を再発見し磨きあげ、人々の暮ら

しを軸とした島の活性化を実現することも重要だと考えています。そ

のことで、対岸と島々、都市と島々、さらには島同士の交流が活発と

なり、それら各種交流の基盤としての瀬戸内海の重要性が再認識され

るはずであり、水環境のあり方の重要性を問う機会にもなると思いま

す。 
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